









任中の 1921（大正 10）年 10 月～ 11 月に彼の主唱により長崎市で実施されたものが，「社会事業費共同募金
運動」（同市社会事業協会主催）であり，わが国最初の共同募金運動と位置づけられる。約 1 ヶ月間に，3 万 7,319
円 3 銭の募金額を集め，9 施設に分配されるなど一定の成果がみられたが，ここには，赤星が英国のラスキン・
モスリー博士から学んだ「社会連帯責任」やこの取り組みを年中行事にしようとする彼の高い意識が見られた。










2014（平成 26）年 10 月 1 日～ 12 月 31 日に行われた第
68 回赤い羽根共同募金運動の募金実績は，総額 189 億 8,938






































































大正 10 年（1921 年）長崎市に於いては長崎縣社
会事業協会が主催となって 10 月 20 日から 2 週間





10）年 10 月 21 日より約 1 週間にわたって長崎県社会事業
協会が長崎市において実施したものとされる。…（中略）
…長崎県社会事業協会が長崎市において 10 月 21 日より



























教 2 人，奮教・猶太教各 1 人）の主唱に依って 23
の福祉団体の連合が結成され，之を慈善協会 The 

















うになり，1938 年には委員会が約 500，目標額 8,380
萬弗であったが，1948 年には委員会は 1,000，目
標額は 1 億 7,500 萬弗，1949 年には委員会 1,270，




























































めた状態であり，1889（明治 22）年に漸く約 4 万 3,000 人
の熊本市が誕生したばかりであった。1891（明治 24）年







後の時期にあたり（卒業は 1896 年，赤星 28 歳時），彼が
入学するまでの 1891 ～ 1892 年頃の約 2 年間，赤星はハー
ンの教えを受けていたと考えられる注 8）。学生時代の赤星
がハーンから受けた教育的影響の全貌は不詳だが，それを































た経験を経て，熊本県知事（1913 年 6 月～），山口県知事
（1914 年 4 月～），長野県知事（1915 年 6 月～）など，地
方自治を統括する職責を果たし注 10），1922 年 10 月に休職
（その後，1923 年 2 月 10 日退官）する直前の 1921 年 5 月




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































座 第 5 巻』福祉春秋社，pp.1-30.
3） 赤星典太（1922）「社会事業と共同募金運動」『福岡








































































中央共同募金委員会（1949）『共同募金年報 第 2（昭和 23
年版）』中央共同募金委員会．
中央共同募金委員会事務局（1949）『赤い羽の奉仕と社会
（米国の共同募金に関する資料 第 1 號）』．
中央共同募金会（西暦年不詳）『母ちゃんバス ―― 中央
共同募金制作映画企画シナリオ』産経映画社．





















































































































年 月 日 初 期 共 同 募 金 運 動 関 連 国 内 外 の 社 会 福 祉 一 般 動 向
年月日不詳 スイスの山村の牧師が路傍に木箱（チェスト）を置き，富者はお金を入れ，貧者はこれを引き出すようにした（これが起源とされる）
1868 年 10 月 22 日 肥後国熊本城下手取本町 34 番地にて，熊本藩士 赤星晋作の長男として，赤星典太誕生
1873 年 イギリス・リバプールで有力な寄付者が度重なる寄附金の申込みを避けようとして自ら積立金を立てる アメリカ合衆国・セントルイスにアメリカ初の公立幼稚園が設立
1877 年 イギリス・ロンドンで慈善団体の連盟が組織され，救済事業の経済的合理化を図る アメリカ合衆国・バッファローにアメリカ初の COS（慈善組織協会）設立
1887 年 アメリカ・コロラド州デンヴァーで 4 人の宗教家が共同募金を始める 石井十次が岡山孤児院を創設
1891 年 11 月 19 日
ラフガディオ・ハーンは春日駅（現，熊本駅）に到着し，時の第 3 代校長 嘉納治五郎
の出迎えを受ける。以後，赤星晋作宅を借家とし，約 3 年間生活。この時，教え子であっ
たのが息子の赤星典太であった。
1894 年 10 月上旬 ラフガディオ・ハーンは神戸（神戸クロニクル社）に引っ越し
1896 年 赤星典太，帝国大学法科大学卒業（同年 12 月，文官高等試験行政科試験に合格し，文部省に入省）
1912 年 1 月 長崎縣『長崎縣會事績 上巻』を刊行
1913 年 アメリカ・オハイオ州クリーヴランドに慈善博愛事業連盟が組織される
1913 年 6 月 赤星典太，熊本県知事に転任





1920 年 8 月 長崎県社会事業協会（長崎県社協の前身）創設
1921 年 5 月 赤星典太，長崎県知事に転任し，医療・教育・福祉施策を進める（～ 1922 年 9 月）
1921 年 10 月 20 日
長崎県社会事業協会，「社会事業費共同募金」運動を実施（赤星典太知事の立案により，
11 月 2 日まで，14 日間（実質は約 1 ヶ月間），募金総額は，3 万 7,319 円 3 銭【うち街
頭募金 2,200 円余】）9 社会事業施設に分配
1921 年 12 月 2 日 長崎縣社会事業協会長，赤星典太「募金委員に贈る挨拶状」送付
1922 年 1 月 6 日 福岡日日新聞に「社会事業と共同募金運動」と題し，赤星典太（長崎縣知事）の記事が掲載される
アメリカ合衆国で，メアリ ・ーリッチモンド『ソーシャルケースワー
クとは何か』が刊行される
1922 年 6 月 内務省社会局『社会事業共同募金と其の効果』刊行 イギリス児童救済基金が「世界児童憲章」案を発表
1922 年 9 月 6 日 大阪朝日新聞（九州版）に「長崎縣に於ける社会施設（上）」が掲載される
1922 年 10 月 赤星典太，休職
1923 年 2 月 10 日 赤星典太，退官




1929 年 社会事業調査会が内務大臣への答申「社会事業分類体系」のなかで共同募金に言及 聖路加国際病院に社会事業部が創設され，浅賀ふさが着任
1935 年 10 月 全国社会事業大会（中央社会事業協会主催）で「共同預金制度実施の件」決議 アメリカ合衆国で社会保障法，公的扶助サービスが創設
1945 年 8 月 15 日 日本全国の要保護者数 300 万人強，日本政府は統一的な援護策を策定し，この事業に 2億円の予算を計上（1945 年 12 月） 第二次世界大戦終戦
1945 年 12 月 日本政府，「生活困窮者緊急生活援護要綱」策定（1946 年 4 月から実施） 国際連合憲章，フランスでラロック・プラン策定
1946 年 2 月 27 日 GHQ の覚書により，国又は公共団体は私設の社会事業団体等に対する財政的援助が禁じられる イギリスで，国民保険法，国民保健サービス法
1946 年 同胞援護会設立 スウェーデン，社会庁報告書で「ノーマライゼーション原理」を示す
1947 年 GHQ の指導と（旧）厚生省の援助により，アメリカの事例を手本にし，日本で共同募金を開始 ニュルンベルク綱領
1947 年 11 月 25 日 第 1 回国民たすけあい共同募金運動を実施（1 ヶ月間，募金総額約 6 億円）
1948 年 共同募金運動は日赤募金運動と同一時期に合同運動を実施 欧州評議会が欧州人権条約を採択
1949 年 お年玉年賀はがきが共同募金に協力 国際連合が世界人権宣言で採択
1949 年 共同募金は財団法人となる




1956 年 11 月 13 日 共同募金運動 10 周年記念 全国社会福祉事業大会開催（於 日比谷公会堂）（～ 15 日，3日間）
長野県上田市で初のホームヘルプ事業（家庭養護婦派遣事業）開
始






















































































注 14） 東京 YMCA 第三代会館のチャペルは「モット博士記
念礼拝堂」と称される。それはその創設がモット博士
が指導した北米の募金に拠るところが大きかったため
である。さらに，1997 年 3 月には東京 YMCA 総合研
















The Background of Community Chest Campaign by NAGASAKI Prefecture Council 
of Social Welfare:
Focusing on the Approach to Tenta AKAHOSHI’s Thoughts
Hiroshi NAKASHIMA
School of Veterinary Nursing of Technology,  
Nippon Veterinary and Life Science University（a part time lecture）
School of Modern Life, Teikyo Heisei University
Abstract
To realize the concept of a community chest, Tenta AKAHOSHO, a NAGASAKI prefectural governor 
in April 1921-September 1922, ware greatly influenced by DAIGO highschool（at present KUMAMOTO 
university），Patrick Lafcadio Hearn（KOIZUMI Yakumo），religion, desirable precedents in United 
Kingdom and United States. His zeal for social work and foresight have realized the first community 
chest campaign in prewar Japan, from October to November 1921. This first campaign obtain dazzling 
results, for example, it makes a total of 37,319.3 yen and was divided among nine social institutions. In 
philosophical aspects of AKAHOSHI, there were thinking of social solidarity and watching for becoming 
an annual event. However, this campaign was abruptly cut off. On and after this year, we require a lot of 
time until this campaign comes back in 25 November 1947.
The purpose of this paper exampling AKAHOSHI’s later years is, to elucidate the background of the 
first community chest campaign. Furthermore, we consider the didactic and present meaning, through 
investigating this historical case. History made by repetition between continuation and discontinuation. 
The community chest campaign keep on about 70 years.
Key words : association for social work in NAGASAKI prefecture, community chest campaign for social 
work expense, Tenta AKAHOSHI, Patrick Lafcadio Hearn（KOIZUMI Yakumo）
Bull. Nippon Vet. Life Sci. Univ., 64, 50-62, 2015.
注 18） 国民一人ひとりの理解が重要とした一例として，「本
県に於ける社会的施設の状況は大略以上の如く，其の
県市町村に於ける予算総計は約二百五十五萬圓に達す
るところであり，将来益完全に庶幾からんことを期す
るのであるが乍併真の社会事業は之を社会の各個人の
自覚に基く共同の努力に拠らずしては到底敢然なる発
達を遂ぐることは出来ないのである。社会事業の意義
及び価値に就ては識者の斉しく認識しつつあるところ
であるが，吾人は将来に於て万人の個人的自覚に基く
社会共同の精神が高潮され，一切の社会問題が社会連
帯の事業施設によりて解決され得べき事を信じたいの
である」と大橋（1922.9.6-8）は指摘する。
注 19） 吉田（1979:493-494）は、「私設社会事業はそれぞれ
の基金を持ち、社会事業相互の協力が乏しく、皇室か
らの寄附もあって、日本人に自発的なボランタリズム
が形成しにくいことに相まって、共同募金は発展しな
かった」と述べる。一方、共同募金方法第 3 条の規定
によれば，「長崎市内の社会事業者にして本協會より
資金を受くるものは単独に寄附金募集を為すことを得
ず」（内務省社会局 1922:16）と指摘され，施設・事業
者側にも相当の行動制限が強いられていたことから，
ここでは単純に連携・協力不足とか，排他的・独占的
とは言い切れない事由が看て取れる。
注 20） クリーブランド市では，「幸福をお金で買う」ことに
挑戦し，目標額の設定，対象の特殊性に応じた募金方
法（職域募金，法人募金，中小企業募金），寄付申込
書への記入，広報活動，協力支援を重視し，労働組合
の立場も鮮明にするなどの特徴がみられ，長崎市の実
践との共通点が窺える（中央共同募金会 1962:1-12）。
注 21） 赤星思想の今後の研究としては，彼の熊本時代，ラフ
カディオ・ハーン（小泉八雲）との関わり，彼の長崎
県知事退任理由，退任後の生活・思想の解明など、残
された研究課題は少なくない。
